
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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重要なまちづくりの課題の現状評価シート

建築住宅課、道路課、公園緑地課
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長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②）

改善傾向
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長期成果（事業群③） 長期成果（事業群④）

　高齢社会対策や共生社会の実現としてユニバーサルデザインの「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」という考え方に基づいた公共
交通機関、建築物、公共施設等のバリアフリー化に対する関心が高まっている。「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法
律」（平成18年法律第91号）に基づき、平成18年12月に制定された「移動等円滑化の促進に関する基本方針」が、平成23年3月31日に改
正され平成32年度末までに3,000人／日以上の旅客施設をすべてバリアフリー化する等の新たな目標が定められた。

社会的弱者やその家族が安心して外出できると思う人の割合（％）

バリアフリーに対応している公共建築物の累計(施設）

バリアフリーに対応している歩道の整備延長（km）

Ａ
　「社会的弱者やその家族が安心して外出できると思う人の割合」は昨年に引き続き増加傾向にあり、
更新時期を迎えた施設がバリアフリーに対応した形で整備されていることが影響していると思われる。
　「バリアフリーに対応している公共建築物の累計」や「バリアフリーに対応している歩道の整備延長」
についても着実に実績値を伸ばしており、都市基盤に関する施設整備は年々進んでいると言える。

市民からみた計画の進捗状況

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

・Ａ判定（改善傾向）

・Ｂ判定（停滞）

・Ｃ判定（悪化傾向）

評価

次年度の
改善計画

評価がＢ・Ｃの場合
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Ａ Ｂ Ｃ


